
（
「
お
ヽ
う
）

喘
咄

士
峠

京
都
市
左
京
区
の
京
都
大
北
部
構
内
に
あ
る

「京
大
植
物
園
」
。

こ
こ
で
毎
月

一
回
、　
一
般
を
対
象
に
し
た
観
察
会
を
開
い
て
い
る
の

が
、
京
都
大
職
員
や
名
誉
教
授
ら
で
つ
く
る

「京
大
植
物
園
を
考
え

る
会
」
だ
。
観
察
会
が

「都
会
の
中
の
身
近
な
自
然
」
に
対
し
て
住

民
が
目
を
向
け
る
き

っ
か
け
に
な
っ
た
な
ど
と
し
て
、
八
月
に
北
海

（
田
幽
Ｘ
）
田
Ю
Ｎ
眠
卜
（樹
”

賀
叶
）計
０
０
０
Ｎ
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植樹

物論
園種

一
般
向
け
に
観
察
会

ｍ

ｕ

道
で
開
く
日
本
環
境
教
育
学
会
で
、

取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
す
る
。

「あ
れ
が
ヒ
ト
ヨ
タ
ケ
。
酒
を

飲
み
な
が
ら
食
べ
る
と
中
毒
に
な

り
ま
す
」
と
講
師
が
指
さ
す
方

べ

、
学
内
外
か
ら
参
加
し
た
約
五

十
人
の
視
線
が

一
斉
に
注
が
れ

一た
。
六
月
の
観
察
会
の
テ
ー
マ
は

・
「植
物
園
の
き
の
こ
た
ち
」
。
園

内
に
は
百
五
十
五
種
の
キ
ノ
コ
も

生
え
る
。

．　
講
師
の
説
明
を
メ
モ
し
、
虫
眼

鏡
で
熱
心
に
観
察
す
る
参
加
者
た

ち
の
中
に
、
尾
池
和
夫
総
長
の
姿

も
あ
っ
た
。
地
震
学
が
専
門
の
尾

池
総
長
が

「植
物
園
の
下
に
は
花

折

（は
な
お
れ
）
断
層
が
走

っ
て

い
る
」
と
解
説
す
る
と
、
参
加
者

の
男
性
が

「家
が
近
く
だ
が
、
大

・丈
夫
だ
ろ
う
か
」
と
不
安
げ
な
表

情
を
見
せ
た
。

京
大
植
物
園
は

一
九
二
三

（大

正
十
二
）
年
に
造
ら
れ
、
理
学
部

（現

・
理
学
研
究
科

考
え
る
会
は
四
年
目
に
入
っ
た

（宮
川
弘
）

植
物
園
）
と
し
て
、
大
学
の
研
究

や
教
育
活
動
に
使
わ
れ
て
き
た
。

広
さ
は
約
二
つ
で
、
確
認
さ
れ
て

い
る
だ
け
で
も
、
メ
タ
セ
コ
イ
ア

な
ど
約
五
百
種
千
本
の
樹
木
が
茂

る
。
ク
モ
類
を
中
心
に
し
た
昆
虫

や
鳥
類
も
見
ら
れ
、
い
わ
ば

「都

会
の
中
の
オ
ア
シ
ス
」
だ
。
国
内

外
の
珍
し
い
植
物
を
集
め
る
だ
け

で
な
く
、
生
態
学
的
に
特
色
を
持

た
せ
る
方
針
に
基
づ
き
、
琵
琶
湖

疏
水
か
ら
水
を
引
い
た
水
路
や
湿

地
、
洞
窟

（
ど
う
く
つ
）
な
ど
も

配
し
て
い
る
。

管
理
は
、
長
く
理
学
部
の
植
物

学
教
室
が
中
心
に
な

っ
て
き
た

が
、
今
は
理
学
研
究
科
の
教
員
で

つ
く
る
植
物
園
管
理
運
営
委
員
会

が
担
当
す
る
。

「植
物
園
を
フ
ィ

ー
ル
ド
に
多
く
の
学
術
論
文
が
発

表
さ
れ
博
士
号
を
得
た
も
の
も
多

い
。
た
だ
、
分
子
生
物
学
が
主
流

■
Ｔ

の
今
の
植
物
学
教
室
の
教
員
の
関

心
は
低
い
」
と
、〈
パ
の
大
石
高
典
さ

ん
（京
都
大
大
学
院
生
）は
嘆
く
。

二
〇
〇
二
年
、
植
物
園
に
隣
接

す
る
農
学
研
究
科
の
温
室
の
日
照

確
保
な
ど
を
理
由
に
、
園
内
の
樹

木
約
二
十
本
を
大
学
側
が
伐
採
し

た
の
を
き

っ
か
け
に
、
翌
〇
三
年

に
考
え
る
会
が
発
足
。
植
物
園
を

広
く
知

っ
て
も
ら
お
う
と
始
め
た

の
が
観
察
会
で
、
開
催
回
数
は
今

年
七
月
、
四
十
回
を
迎
え
た
。
こ
の

間
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
も
開
き
、

八
十
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
植
物

園
の
重
要
性
を
訴
え
続
け
た
。

観
察
会
は
毎
回
、
テ
ー
マ
を
設

け
、
ガ
イ
ド
を
務
め
る
京
都
大
の

大
学
院
生
ら
が
園
内
を
案
内
し
な

が
ら
解
説
す
る
。
た
だ
、
考
え
る

会
会
員
の
昼
休
み
を
使
っ
て
の
対

応
の
た
め
、
開
催
は
平
日
の
昼

間
、
時
間
に
し
て

一
時
間
足
ら
ず

と
い
う
の
が
実
情
だ
。

次
回
の
観
察
会
は
、
夏
休
み
中

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
八
月
二
十

六
日
の
土
曜
日
、
時
間
も
い
つ
も

よ
り
長
め
の
二
時
間
を
予
定
。
植

物
園
だ
け
で
な
く
、
近
く
の
吉
田

山
に
も
出
向
き
、
植
物
を
観
察
す

る
計
画
だ
っ
た
。

問
題
は
土
曜
日
開
催
が
認
め
ら

れ
る
か
ど
う
か
。
結
局
、
土
曜
日

開
催
に
つ
い
て
委
員
会
が
不
許
可

と
し
た
た
め
、
植
物
園
に
は
入
れ

な
い
。
た
だ

「委
員
会
は

『も

っ

と
早
く
か
ら
申
請
が
出
て
い
れ

ば
』
と
し
て
お
り
、
休
日
開
催
が

全
く
だ
め
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
」
と
考
え
る
会
の
影
山
貴
子
さ

ん

（京
都
大
職
員
）
。
今
年
五

月
、
植
物
園
の
在
り
方
に
つ
い
て

尾
池
総
長
と
懇
談
し
た
際
、
総
長

は
考
え
る
会
の
活
動
を
評
価
し
、

後
押
し
す
る
姿
勢
を
見
せ
た
上
で

「土
、
日
曜
日
に
植
物
園
が
閉
ま

っ
て
い
る
の
は
よ
く
な
い
」
と
発

言
し
て
お
り
、
会
は
今
後
も
休
日

開
催
の
実
現
を
粘
り
強
く
働
き
掛

け
て
い
く
方
針
だ
。
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０
京
大
植
物
園
で
定
期
的
に
開
か
れ
て
い
る

観
察
会
　
●

「都
会
の
オ
ア
シ
ス
」
と
も
い

え
る
植
物
園
＝
い
ず
れ
も
京
都
市
左
京
区
で


